


【凡　例】
本書は、国指定重要文化財公開首里城京の内跡出土品展（開催期間 2012 [平成 24 ] 年 11月 3日から
2013 年［平成 25］5月 5日）を補完するものとして編集・作成したものである。

当該企画展は、沖縄県立埋蔵文化財センターが主催し、開催する。

許可無く本書の複製および転載、複写を禁ずる。

調査報告書に記載されている資料名と本書に記載されている資料名が一部異なるものが存在する。これは
報告書刊行後、新たな研究成果によって詳細が判明したことによるものである。
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1

ごあいさつ
　

　沖縄県立埋蔵文化財センターでは、重要文化財「首里城京の内跡出土陶磁器」518点

を所蔵しておりますが、これらは平成６（1994）～９年度（1997）までの４年間実施

された首里城京の内跡発掘調査において、倉庫跡（1459年火災で焼失）を調査した際に

出土したものです。

　これらの資料を詳細に調べた結果、14世紀中頃～ 15世紀中頃に中国、東南アジア、

日本などで生産されたもので、なかでも「元
げん

青
せい

花
か

八
はっ

宝
ぽう

文
もん

大
おお

合
ごう

子
す

」や「紅
こう

釉
ゆう

水
すい

注
ちゅう

」などは、

世界でも例のない貴重な資料であることがわかり、わが国の歴史上、意義深く、かつ学術

的価値の高いものとして平成 12年６月 27日付けで国の重要文化財（考古資料の部）に

指定されました。

　この貴重な品々は、中国との進貢貿易や朝鮮・日本・東南アジア諸国との交易によって

琉球王国にもたらされ、琉球国王即位式などの王家の特別な儀礼や祭祀、あるいは中国か

ら来琉した冊封使を歓待する宴に供されたと思われます。

　今回の企画展では、これら京の内資料を６つのテーマごとに分類し、それぞれの資料か

ら見える歴史的な背景にアプローチしていきます。また、一度だけでなく、何度も展示会

に足を運んでいただき、じっくり楽しんでいただけるよう、開催期間を二週間から六ヶ月

へ大幅に延長いたしました。

　この機会に、多くのみなさまにこの展示会を鑑賞いただき、郷土の文化財の魅力や価値

について理解を深めていただければ幸いです。

　

　平成２４年１１月３日

沖縄県立埋蔵文化財センター

　所　長　　崎　濱　文　秀　  

ご あ い さ つ



2 首 里 城 京 の 内 出 土 品 展

　京の内跡出土品の特徴のひとつに、「逸品」ともいえる資料の存在が挙げられます。そ

の代表例としてよく紹介される製品が中国産紅
こう

釉
ゆう

の水注です。この水注は仙
せん

盞
さん

瓶
びん

と呼ばれ

る独特の形態をしており、現時点でも世界に数例しか確認されていません。京の内跡出土

品にはこれと同じ器形の中国産瑠
る

璃
り

釉
ゆう

水注が出土していることから、双方とも赤と青の対

で使用した特殊な用途の器物と考えられます。また中国産青花においても大
おお

合
ごう

子
す

や高
こう

足
そく

杯
はい

といった「逸品」がみられます。大合子は同じ形状の類例が今のところ未確認であり、世

界的にも希少な資料です。高足杯は中国での出土例は知られていますが、日本及び沖縄で

は初めて報告された製品です。これらはいずれも通常の交易活動で入手できる量産品とは

考え難く、往時の琉球による朝貢貿易でもたらされた限定品と思われます。

　この他、ベトナム産の青花にも上記のような製品がみられます。花
はな

唐
から

草
くさ

文
もん

面
めん

取
とり

瓶
びん

は外面

胴部に複数の窓枠を設け、その上に透かし彫りの花文を張り付けていますが、花文の一部

には漆で装飾されたような痕跡が残っています。また龍や鳳凰をかたどった型物の水注も

あり、いずれも東南アジア海域の沈没船引揚品や博物館の伝世品などでは確認されていま

すが、日本国内では初めて出土した極めて珍しい資料です。これらも琉球と東南アジア地

域との中継貿易で運ばれた「逸品」といえるでしょう。



3世 界 に 数 点 し か な い 逸 品



4 首 里 城 京 の 内 出 土 品 展

　京の内跡出土品で最も多いものは青磁で、重要文化財とされた518点のうち、289点

を数え、全体の６割を占めます。京の内跡及び他地区を含めた首里城跡の全体の調査で青

磁の出土は13,000 個体以上を数え、県内で最も多く出土しています。これらは京の内出

土青磁も含めて、その多くは 14～ 15世紀に中国浙
せっ

江
こう

省
しょう

の龍泉窯周辺で生産されたも

のです。この時期の特徴として、日本各地の遺跡から出土する陶磁器の量は減少する傾向

にありますが、琉球では多く出土しています。このことは、文献に記載されている朝貢貿

易の内容を示しており、当時の琉球が中国との直接的な交流を行っていたことを表すもの

と言えます。

　青磁を出土別でみると、碗・皿が８割、盤が１割、その他１割といった内容です。碗に

は現在のラーメン鉢でも見られる、雷
らい

文
もん

が飾られているのが特徴的で、同様の大鉢まで

あります。皿は口径10cm前後の小皿が多く、直口・口折・腰折・八角などの形があり、

前後の時代と比べると非常にバラエティーあふれたものです。また盤は、琉球では本州よ

りも多く出土することが特徴です。もしかすると、今の中華料理のようにおかずを大皿（盤）

に盛って、小皿や碗に取り分けるような食事風景であったのかもしれません。
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8 首 里 城 京 の 内 出 土 品 展

　青花とは中国の元代に誕生した技術で、素焼きした白磁の素地に呉
ご

須
す

で文様を描き、そ

の上から透明釉を施釉後に本焼成を行うことで完成します。この製品は周辺諸国での人気

も高かったようで、中国は明代より輸出陶磁器の主力を青磁から青花に移行させていきま

す。また、東アジア諸国も中国に触発されたかのように、ベトナムでは14世紀後半、朝

鮮では15世紀中葉から本格的に青花を生産するようになります。いずれも中国元代の青

花の模倣からスタートしますが、それぞれ独特の製品を完成させます。ちなみに、日本で

は少し遅れて 1610 年代に肥前（現在の佐賀県有田）で青花を含む磁器焼成が始まりま

すが、上記２国とは違い朝鮮系の技術を用いて中国風の製品をつくるという点に特徴がみ

られます。

　琉球は大交易時代とも称された当時、自国で青花をはじめとする陶磁器生産を行わず全

て輸入に依存していましたが、青花が本格的に生産・輸出されるようになっても青磁を多

く輸入する姿勢を変えませんでした。もちろん青花も元様式と称される特徴的な製品をは

じめ、碗・皿といった供
きょう

膳
ぜん

具
ぐ

から壺・瓶などの奢
しゃ

侈
し

品
ひん

まで多様な器物がもたらされてい

ますが、やはり青磁と比べると非常に少ないことが京の内跡出土品の数量にも表れていま

す。京の内跡出土品の青花からは、当時の琉球に運ばれた青花のバリエーションだけでな

く、琉球における青磁の需要が依然として高かったことが理解できます。
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12 首 里 城 京 の 内 出 土 品 展

　京の内跡出土品を産地別に見ると、中国産陶磁器が圧倒的に豊富ですが、その他タイ産・

ベトナム産そして日本産のものがあります。タイ産は、大型の壺が大半で、貯蔵容器とし

ての用途が考えられます。

　日本産には備前陶器の擂
すり

鉢
ばち

・壺・甕
かめ

がありますが、その量は多くありません。ただ、擂鉢は、

近隣の天界寺跡や今帰仁城跡などの寺院やグスクに限らず集落跡でも出土しており、沖縄

本島には一定量見られたものと思われます。日本との交流を示す好資料のひとつです。他

にもその背景を表す資料として、主に九州産と考えられる瓦質土器があり、首里城跡の他

地区で出土しています。その種類には火鉢や、湯沸しに使われる風
ふう

炉
ろ

などがあります。こ

れらは日本本土では主に寺院や城館などで出土する茶道具の一つですが、琉球にも茶道が

伝わっていたことを示す資料と言えます。

　ベトナム産では青花が出土しており、首里城跡全体で見るとその出土数は 100個体以

上にのぼりますが、日本本土では、対馬や博多に見られる程度です。その内容は青花の碗・

皿・瓶などが大半で、貯蔵用の壺などはありません。また、京の内跡で出土している花唐

草文面取瓶は類例が少なく、貴重なものです。つまり、ベトナム産陶磁器はタイ産とは異

なり、陶磁器自体が重宝され、琉球に運ばれてきたものと考えられます。ただ、文献上に

はベトナムと琉球の交流は1509年の１度しか記録されていないにも関わらず、15世紀

のベトナム産陶磁器の出土が多いことから、記録に残らない交易の存在が指摘できます。



13ア ジ ア 諸 国 と 貿 易 を 示 す も の



14 首 里 城 京 の 内 出 土 品 展

　中国やタイで生産された褐釉陶器の壺は、青磁や青花などとは別の性格を持った製品と

いえます。つまり、これらは陶磁器そのものが商品として輸入されたのではなく、何らか

の物産を納めた「コンテナ」として二次的に運ばれたと考えられます。コンテナの内容は

様々と思われますが、もっとも代表的なのは酒類でしょう。琉球の外交文書集『歴代宝案』

には、タイから壺入りの「香花酒」が輸入されたとの記述が確認できます。琉球ではこの

酒を海外からの賓客に振舞っており、冊封使の記録には飲酒後の感想がみられます。

　また当時の文献によると、東南アジア地域の貿易ではタイで空の陶器壺を入手した後に、

別の場所で中身を購入する場合もあったようです。タイ産褐釉陶器壺はシーサッチャナラ

イ窯とメナムノイ窯の２ヶ所で主に生産されていますが、いずれの窯場でもサイズは大型

（高さ 50～ 60㎝）・中型（45㎝前後）・小型（30㎝前後）の３種類であり、器形もラッ

パ状に広がる口縁と肩部に横耳を４個貼り付ける特徴的なプロポーションで統一されてい

ます。上記のエピソードはタイ産褐釉陶器壺がコンテナとして重宝されていたことを示す

興味深い内容ですが、その理由の一つが高い規格性にあると考えられます。このようにし

て東南アジア地域の各種物産を納めたタイ産褐釉陶器壺の一部が、京の内跡出土品に相当

するかもしれません。



15コ ン テ ナ と し て の 容 器



16 首 里 城 京 の 内 出 土 品 展

　京の内跡出土品の金工品には様々なものがありますが、武器・武具、装身具、祭祀用具、

生活用具、その他に分けて特徴的なものを説明します。

　武器には刀剣の鍔
つば

や切
せっ

羽
ぱ

があり、武具には甲
かっちゅう

冑・鎖
くさりかたびら

帷子・兜
かぶと

などがあります。甲冑は小
こ

札
ざね

・鞐
こはぜ

・胸板などの金具の形状から、日本と同様のデザインであったようです。ただ、八

双金具など飾り金具は、魚
な

々
な

子
こ

と呼ばれる鱗のような文様が日本製に比べるとややまばら

であるなど独自性があることから、琉球製のものが含まれるかもしれません。特に、兜の

前立飾には日本で見られない独自の大きな円文や三日月文が飾られており、太陽（テダ）

の表現ではないかとも考えられています。

　装身具には、 簪
かんざし

や指輪が出土しています。これらは琉球では近世以降に見られるもの

で、現時点では15世紀以前に遡る最古のものだと思われます。

　祭祀用具には、香炉・鈴・片口銚子・鏡などがあります。香炉は中国で見られる 鼎
かなえ・てい

形のもので、雷
らい

文
もん

などの文様が飾られ、明代に作られたものと考えられています。

　生活用具には、釘・鍋・刀子など日用品が見られます。その他、特徴的な資料として

錠前や 蝶
ちょうつがい

番 が見られ、この場所が倉庫跡であった証拠と言えます。
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側面 

正面 
柄部取付部分の
背正面
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胸板
茱
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くさ

摺
ずり

耳
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絲
いと
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肩
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上
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覆
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輪
りん

小
こ

縁
べり

韋
がわ
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第54回文化講座

「中国産陶磁器の生産・流通・消費」

平成25年 1月 26日（土）

講師：金沢 陽（出光美術館）
　　：小林 仁（大阪市立東洋陶磁美術館）
　　：新垣 力（当センター）

【13：00開場　13：30開講】

【先着140名・予約不要・参加無料】

ギャラリートーク（展示品解説会）

展示会開催中の毎月第３日曜日に、当センター職員による
ギャラリートークを１日２回開催致します。

開催予定日
11/18、12/16、1/20、2/17、3/17、4/21

ギャラリートーク5分前に企画展示室前ホールに集合して下さい。

【午前の部  10：30～　午後の部  15：00～】
【 先着30名程度・予約不要・参加無料 】

首里城京の内跡出土品展関連講座
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